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和良介護老人保健施設 介護福祉士の大坪 泰昭（おおつぼ やすあき）です。いつも「健康だより」をご覧い

ただきありがとうございます。 

11 月号に掲載させていただいた、立ち上がりのポイントを覚えているでしょうか？今回はこのポイントを踏ま

えつつ、立ち上がりたい人に対してどう介助したらよいか、介助のポイントをお伝えします。 

 

 

簡単ではありますが、いくつかのポイントに絞って解説しまし

た。ちょっとしたことに気を付けると、介助を行った際の体への

負担は軽減できます。ぜひ実践してみてください。 

しかし、言葉だけでは伝わらないことや、介助している方と介

助されている方の身体状況によって、この解説には当てはまらな

いケースもあるかと思います。 

そんなときはいつでも和良介護老人保健施設へお尋ねくださ

い。 
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⑴ ベッドや椅子に浅く座っていただく 

立ち上がりの介助を行う際は、 

転倒や転落しない範囲ではあり 

ますが、浅く座っていただくと 

良いです。浅く座っていただく 

と前傾姿勢になりやすく、腰も 

浮かしやすいです。 

 

⑷ 介助方法（立ち上がり時ふらつきのある方） 

まずは、左右どちらにふらつくか見てみましょう。

身体を支えるのはふらつく方向側から行いましょう。

（右にふらつくなら右側・左にふらつくなら左側） 

 

⑵ 高さに注意しよう 

移乗は「高い所から低い所へ」が基本的な考えに

なります。そのため、 

移動したい場所が低い 

位置、もしくは高さが 

同じ位置になるように 

しましょう。 

 

⑸ 前かがみを邪魔しない 

立ち上がる前は、必ず頭を下げ前かがみの姿勢になります。前かがみになった方が腰 

やお尻を上げやすくなるからです。まっすぐな姿勢のまま真上に立ち上がることは出来 

ません。しかし、介助を正面から行うとどうしても前かがみを邪魔する形になりがちで 

す。それは、上へ立たせなくてはと意識が働くからです。ですが、真上へ持ち上げると 

吊り上げられている形になるので介助者はとても負担がかかります。前かがみを邪魔し 

ないようなスペースを作ることが大切です。 

 

⑶ 足のからみに注意しましょう 

立ち上がり、座る方へ方向転換した場合、足に麻

痺がある方は足がからまってしまう場合がありま

す。座る方向側の足 

を少し前に出すと足 

のからまりを防ぐ事 

が出来ます。移乗介 

助の際には注意して 

下さい。 

 


